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ウイルスの基本情報

サル T細胞白血病ウイルス（STLV）はレトロウイ
ルス科，デルタレトロウイルス属に分類される，エ
ンベロープを有する RNAウイルスである。デルタレ
トロウイルスに属するウイルスとして，他にヒト T
細胞白血病ウイルス（HTLV）やウシ白血病ウイルス
（BLV）が知られる。宿主細胞はリンパ球であり，感
染するとウイルスゲノム RNAが逆転写酵素によりプ
ロウイルス DNAが作られ，さらにインテグラーゼに
より細胞の染色体に組み込まれる。このため，抗ウ
イルス免疫応答によって完全に排除できず，多くの
場合持続感染状態へと移行する。感染様式は HTLV
では母子感染，特に母乳を介した経口感染が主であ
り，母乳に含まれるウイルス感染リンパ球が感染源
となっている。また経胎盤，産道感染も見られるほか，
性交渉による水平感染，輸血による感染も知られて
いる。STLVにおける感染ルートも HTLVとほぼ同
様と思われるが明らかにはされていない。なお STLV
のバイオセーフティレベルは BSL2となっている。

疫　学

HTLV感染者は，本邦では 100万人程度，世界で
は数千万人と推定されている。他方 STLVは，アジア・
アフリカの類人猿および旧世界ザルに広く感染して
いるが，新世界ザルや原猿類では感染していない。
多くのサル種では数％程度が STLV陽性であるが，

ニホンザル，ヒヒなど一部のサル種では高い陽性率
を示す [3, 5, 10, 14]。特にニホンザルでは，複数の報
告で 50％程度の陽性率を示すことが明らかとなって
いる [2, 4, 9]。このような STLV感染頻度の違いの原
因としては，STLVの感染効率や感染様式がサル種に
より異なること，特定のサル種における生活様式な
どの特性などが想定されるが，今のところ詳細は明
らかにされていない。我々の予備的データではニホ
ンザルにおいて母子感染率が高い傾向が見られてお
り，このことが高い陽性率につながっている可能性
が挙げられる。
これまでの分子疫学的解析により，主にアフリカ

においては狩猟等でのウイルス暴露により STLV感
染サルからヒトへの水平感染が生じ，HTLVとして
世界的に広がったものと考えられている [6, 7]。一方，
本邦における HTLV及び STLVのゲノム解析により，
それぞれのウイルスはヒト及びニホンザルにおいて
固有に保持されており，ニホンザル STLVのヒトへ
の伝播はなかったことが既に報告されている [13]。
現在では，HTLVは古モンゴロイドである縄文人が（1
万年前頃），STLVはニホンザルが氷期の大陸からの
移動により（数十万年前頃），それぞれ日本に持ち込
まれたと考えられている。

病原性

まず HTLVの病原性について説明する。HTLVは，
ヒトに成人性 T細胞白血病（adult T-cell leukemia: 
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サル T細胞白血病ウイルスはヒト T細胞白血病ウイルスに非常に近縁なレトロウイルスであり，
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然感染霊長類モデルとしての有用性について紹介する。
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ATL），HTLV-1 関 連 脊 髄 症（HTLV-1 associated 
myelopathy: HAM） の 他，HTLV-1 関 連 肺 疾 患，
HTLV-1 関連ブドウ膜炎といった慢性炎症性疾患を引
き起こす。これまでに，tax遺伝子は様々な宿主転写
因子の活性化やアポトーシス誘導因子の阻害等によ
り T細胞の癌化や炎症誘導に寄与することが知られ
ている。しかし Tax蛋白を高発現する細胞では細胞
障害性 T細胞により排除され，ATL細胞では Taxを
発現していない場合も多く認められる。一方，HTLV
のマイナス鎖にコードされるHTLV-1 bZIP factor（hbz）
遺伝子は，全てのATL細胞で発現している [11]。近年，
HBZ蛋白を発現したトランスジェニックマウスで T
細胞白血病が高頻度に生じること，さらに HBZは
Foxp3発現を誘導し制御性 T細胞が著増することが
発がんに重要な働きをしていることが明らかとなっ
た [12]。
一方 STLVの病原性についてはまだ不明な点が多

い。STLVゲノムは HTLVと高い相同性を示し（約
90％），遺伝子構造も非常に類似している。また Tax
や SBZ（HBZに相当する）も STLV 感染細胞におい
て発現しており，タンパク質としての機能も HTLV-1 
のものと同等である [9]。実際，これまでの報告では
アフリカミドリザルやヒヒにおいてヒトの場合に類
似した T細胞白血病発症例が報告されていることか
ら [1, 15, 16]，一定の病原性を有するものと考えるの
が適当であろう。しかし，その発症例に関する報告
はわずかである。また HAMについてはこれまで報
告されていない。HTLV感染者における ATL発症の
平均年齢が 67歳であることを考慮すると，サル類で
の発症頻度の低さは ATLを発症する以前にそれ以外
の要因で死亡する可能性が高いことが原因の一つと
考えられる。もしくは，長い年月をかけて自然宿主
である様々なサル種とのせめぎあいの結果，既に共
生状態にたどり着いたのかもしれない。なお STLV
のヒトへの感染は起こりうると考えられるが，その
病原性は不明である。念のため病原性があるものと
見なして一定のバイオセーフティ対策を講じること
が望ましい。

検査方法

HTLV抗体検査用のゼラチン粒子凝集法（PA），酵
素免疫測定法（EIA），化学発光酵素免疫測定法
（CLEIA）で抗 STLV抗体検査が可能である。稀に非
特異反応による擬陽性が見られるが，吸収試験およ
びウエスタンブロット法による確認検査を行うこと
によりほぼ鑑別できる。PCR法による STLVプロウ
イルス DNA検出法は信頼性が高いが，検出感度の面

でやや難がある。我々の最近のデータでは，PA法（吸
収試験を含む）による抗体陽性例はほぼ全てプロウ
イルス DNA高感度検出法により陽性を示した（未発
表データ）。従って，STLVスクリーニングとしては
感度，経費，手間を考慮すると PA法による抗体検
出が推奨される。

治療法

ATLは一般的に予後不良なケースが多い。抗がん
剤による化学治療のほか，骨髄移植による治療が行
われる。近年では CCR4（CCケモカイン受容体 4）
を標的とした抗体医薬であるモガムリズマブが ATL
に有効であることが明らかにされ，2012年に ATL治
療薬として承認されている。またエイズ研究から応
用された逆転写阻害薬による治療法の研究も進めら
れている。HAMも多くの場合難治性であり，ステロ
イドとインターフェロン投与による治療が行われて
いる。STLVによる発症での治療例は報告されていな
いが，ヒトに準じた治療が有効と考えられる。

おわりに

STLV自然感染ニホンザルは，HTLVの感染発症機
序の解明や感染予防治療法の開発において有用なモ
デル動物と考えられる。我々は松岡雅雄教授（京都
大学ウイルス研究所）らとの共同研究において，上
述のモガムリズマブが STLV感染ニホンザルにおい
てプロウイルス DNA量を低下させることを示した
[9]。この結果は，ATL の発症予防あるいは HAMな
ど炎症性疾患の治療薬としてモガムリズマブが有効
である可能性を初めて表したものである。さらに，
STLV感染ニホンザルを用いた研究により，HTLVが
胸腺細胞など未熟 Tリンパ球ではなく成熟 Tリンパ
球を感染標的とするといった感染特異性の解明に成
功した [18]。今後，STLV自然感染ニホンザルが ATL
や HAMの根治に向けた基礎・応用研究に貢献する
ことが期待される。
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